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まちづくりミーティング要旨 

１． 団体等の名称  尾崎北町ゴールドクラブ 

２． 日    時  平成 30年 11月 28日（水） 14時 00分～15時 30分 

３． 場    所  尾崎北町集会所 

４． 出  席  者  ＜参加団体＞12名  ＜市＞ 市長、高齢福祉課長補佐 

５． テ   －   マ  ①空き家対策  ②シニアクラブの活性化による地域の安全・安心 

               ③買い物支援について  ④既存大型店を利用した健康増進について 

 

（テーマ①：空き家対策） 

【参加者】空き家対策は大変重要な問題となっていると思います。この地区には東海学院大学、中部学

院大学がありますので、生徒が空き家を使いやすくなるような取り組みや協定ということで、市と大学

側で話をすることはできないかと思います。それによって学生や職員が来れば、まちが活性化し、住み

やすいまちになるのではないかと思います。 

 

【市長】空き家リノベーション事業に取り組んでいるところですが、尾崎地域において、現在の登録物

件は残念ながら 0件です。いずれ帰ってくる、もしくはお子様のために残したいという方が多いのでは

ないかと思います。この空き家リノベーションで、16世帯に移住していただきました。遠いところです

と福岡県や香川県から来ていただいています。飛行機が好きでそのまま各務原市に住まれた方もいらっ

しゃいます。そういった方の事例を PRしていくことによって、より多くの方に空き家を活用していた

だきたいと思います。 

今年度新たに、空き家リノベーション事業推進会議がサブリースという、業者さんが直接空き家の所

有者さんと契約して、不動産に成り代わって入居者にお貸しするという県内初の取り組みをしていただ

きました。こういうことを徐々に PRさせていただきながら空き家の対策をしたいと思います。 

戸建てではなく公団でいきますと、東海学院大学にはチラシを置いています。平成 29年の 1月に県

が入居条件を緩和してくれたので、学生さんにも案内が出来るようになりました。まずは公団を PRし

ていこうと思います。ただ、張り出した時期が遅かったので、まだ入居には至ってないですが、今後期

待ができるのではないかと思います。 

 

（テーマ②：シニアクラブの活性化による地域の安全・安心） 

【参加者】地域の安全・安心となると、中心になって睨みを利かせている人や、手助けをしてくれる人

がいると心強いです。地域にいるのはシニアクラブの会員が多いですが、シニアクラブの会員は少ない

です。日本は世界一の長寿国と新聞に載っていました。そういう中でシニアクラブに期待されることは

大きいと思います。 

 

【市長】今は色々な趣味を持った方が増えてきています。スポーツ課の方で色々な軽スポーツ用具を準備

しております。競技をいくつか行い、何が合っているか模索する体験をする場を設けると興味をもってい

る人が出るのではないかと思います。また市では色々な出前講座開催しておりますので、そういったもの

を活用していただきますと今まで知らなかったことを知ってみたいという方に、関心を持っていただける

と思います。 
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健康で長生きをしてもらうために、健康ポイントというものがあります。健康ポイントについては県が

行っておりますが、市も順次行っていくという方針を出しました。ですがまだ認知されていませんので、

PRをしていき、シニアクラブに加入していただくと元気になるというものを打ち出していきたいと思い

ます。 

 

（テーマ③：買い物支援について） 

【参加者】尾崎にはスーパーが 1つしかありません。尾崎は坂が多いので、高齢者になると、行くのは

良いですが、帰りは荷物が増えるので大変です。車に乗れない人もいますし、免許証を返納する人もいま

す。買い物は主婦にとって一番大事なことです。ふれあいバスはありますが、車だったら 5分でスーパ

ーにいけるところを、40分くらいかかってしまいます。帰りのバスもすぐにありません。食べ物を買う

ということは毎日のことですので、主婦にとっては死活問題です。 

 

【参加者】尾崎団地に住んでいてみんなが希望していることが、イオンまでのバスがあると良いというこ

とです。 

 

【市長】ふれあいバスで各務原市役所前駅か新那加駅に来ていただきますと、イオンまでのバスがありま

す。 

今年度から始めた高齢者移動支援事業を簡単に説明させていただきます。まず、目的地や日時、料金な

どを地域内で話し合っていただきます。次に病院コースや買い物コースなどを決めていただき、そのコー

スの途中に介護予防教室などを入れていただきます。こういった意見を集約していただいたのち、自治会

さんや、シニアクラブさん、NPO団体さん、地区社協さんがタクシー会社と直接契約を結んでいただく

ことが条件です。例えばタクシーの運賃が 2000円かかったとします。利用者が 500円払うとすると、

残り 1/3の 500円を契約いただいた団体さん、残り 2/3を市が補助します。料金の設定は各々決めて

いただきます。参考に何か資料が欲しいということであれば、また市にご連絡をしていただければと思い

ます。 

運転免許証の返納について、市は運転免許証を返納された方に ICカードをお渡ししております。こう

いう特典があるということを、しっかり PRしていきたいと思います。 

 

（テーマ④：既存大型店を利用した、健康増進について） 

【参加者】イオン等の大型店があるわけですが、年間を通して温度湿度が一定で、床はフラットで、転倒

しても骨折までは至らないと思うので、あそこをウォーキングコースとして使えないかなと思います。大

型店と行政が協力をすることで、大型店は賑わうし、購買意欲は高まるし、健康増進のためにも良いと思

います 

 

【市長】イオンと連携協定を結んでおりますので、色々なことを企画しています。市がやりたいことに対

して色々PRをして、一緒にやっていこうということの 1つが、介護事業所を利用していただいている方

の作品展です。今回いただいたアイデアについて、なにかできませんかという形でお話をしたいと思いま

す。 

 

 


